
一祖

ヒルケルさんからプレゼントされた
ユニフォームは廿本一だった。

後列左より、土田小田小林佐々木中務

前列左より、小島先輩森門脇

作られたブームなのか、本物なのか

は未だ分からないがいづれにしても J

リーグ熱で沸く昨今だが、サ ッカーが

こんなに脚光を洗びるスポーツに発展

するとは夢にも思わなかったのは確か

だ。 我々がやってた時はボロボロのボ

ールをタコ糸でぬいつけて何とか丸い

形をしたボールをけ っていたものだが

今にして思えば良い思い出でもある 。

我々はサッカ一部と言えばヒルケル

神父を外しては語れない。 高二の秋、

新人戦が始まる前武宮校長にヒルケル

さんを我々のサッカ一部の部長にして

ほしい旨お願いをすると、「本人に聞

いてみないとね」 と 当時悪の代表生徒

であ っ た小生の顔をじろ っ と見て、鼻

でふんと笑ったものだが翌日 「本人が

やりたいと言ってるので許可する」と

の返事でヒルケル部長が誕生 した 。 し

かしである、小生のね ら いは別であ っ

た。 というのは、ヒルケルさんは当時

神父ではな く別館の他の神父達の食事

を作るコ ックであった 。 ブタコ ッ クと

呼んだ方が当時の生徒にはすぐに思い

出せると思うが。

サ ッ カ ーが好きで練習を常に見に来

ていた位だからとても喜んで小生に別

館に自由に出入り出来る権利を与えた

ものだ。 これが小生のねらいであった

のだ。

サ ッ カ一部の部員の事とか、試合の

予定とか色々と相談に行き、その都度
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他の神父たちの夕食の上前をはねてい

たものだ。

当時の我々の食生活か らすれば実に

美味しい食事であ った事は言う 迄もな

しヽ 。

そしてもう一つ特筆すべきはユニフ

ォームである 。

当時のユニフォ ームは普通の白の半

パンツに白いシャツ 、 胸に自分でぬい

つけた学校名で相手と味方を見分ける

程度であったが、クリス マスプレゼン

トがドイツのヒルケルさんの御両親か

ら届いたのだ。 開けてみると何と当時

としては非常に派手なユニフォームが

二種類、 全員に届いたのだ。 こんな派

手なユニ フォ ーム、恥かしくて着れな



ユニフォームが派手なので体育祭は先頭を走った。

いよ、と言う奴が出る程当時としては

目立つ派手さであ っ た。

サ ッ カーは一世を風びした神戸高校

にはとても敵わなかったがユニフォー

ムだけはそれこそ日本一であ っ たので

はなかっ たか。 その後ブタコ ッ クはヒ

ルケル神父とな り、神戸、 いや日本国

中にヒルケルFC としてその名をはせ

たヒルケルさんに現在の J リーグの試

合と熱狂するファンの姿を見せてあげ

たいものだと思う今日このごろ 。

ヒルケル神父万オ！

［木村忠昭］
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